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レ
シ
ピ
を
読
む
、
楽
譜
を
読
む
、
図
面
を
読
む
（
二
四
）

小
野
塚
知
二

は
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
没
し
て
お
り
、
そ
の
後
を
継
ぐ
者
が
ほ
と
ん

ど
登
場
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
歌
劇
史
の

自
然
な
断
絶
面
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
同
盟
国
で
は
事
情
が
少
し

異
な
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
帝
国
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア=

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国

に
は
、
ヴ
ィ
ー
ン
、
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
、
プ
ラ
ー
ハ
、
ザ
グ
レ
ブ
、
ド
レ

ス
デ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
な
ど
大
歌
劇
場
が
あ
り
、
一
九

世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
多
く
の
歌
劇
作
曲
家
が
活
躍

し
、
し
か
も
歌
劇
場
は
戦
時
に
も
上
演
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
薔
薇

　

戦
前･

戦
中･

戦
後
を
通
じ
て
ヴ
ィ
ー
ン
と
ベ
ル
リ
ン
で
喜
歌
劇

作
曲
家
と
し
て
活
躍
し
た
フ
ァ
ル
（Leo Fall, 1873-1925

）
の
戦

中
の
代
表
作
『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
薔
薇
（D

ie R
ose von Stam

bul

）』

（
一
九
一
六
年
初
演
）
の
冒
頭
を
見
ま
し
ょ
う
（
譜
例
１
、
管
弦
楽
総

譜
は
大
き
す
ぎ
る
の
で
コ
レ
ペ
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ア
用
）。
嬰
ヘ
短
調
の
威

勢
の
よ
い
行
進
曲
で
幕
開
き
で
す
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
軍
楽
（
メ
フ
テ

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
基
盤
は
第
一
次
世
界
大
戦
で
激
変
し
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
日
本
の
状
況
か
ら
類
推
す
る
と
、
総
力
戦
だ
か

ら
音
楽
な
ど
に
現う
つ
つを
抜
か
し
て
い
る
余
裕
は
な
か
っ
た
と
考
え
た
く
な

る
の
で
す
が
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
全
般
を
論
ず
る
の
は
大
き
す
ぎ
る
テ
ー
マ
な
の
で
、
こ

こ
で
は
も
っ
と
も
多
く
の
資
源
を
投
入
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
総

合
舞
台
芸
術
、
殊
に
歌
劇
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
九
世
紀
後
半
の
歌
劇
を
代
表
す
る
作
曲
家
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は

一
九
世
紀
の
う
ち
に
没
し
て
い
ま
す
。
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
（1813-1901
）、

マ
ス
ネ
（1842-1912

）、リ
ム
ス
キ
ー=

コ
ル
サ
コ
フ
（1844-1908
）、

そ
し
て
ア
ル
ベ
ニ
ス
（1860-1909

）
は
二
〇
世
紀
ま
で
生
き
延
び
ま

し
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
歌

劇
指
揮
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
マ
ー
ラ
ー
は
一
九
一
一
年
没
で
す
。
サ

ン=

サ
ー
ン
ス
（1835-1921

）
は
長
命
で
し
た
が
、
歌
劇
、
バ
レ
エ
、

交
響
曲
、
協
奏
曲
な
ど
の
大
作
は
大
戦
前
の
も
の
で
す
。

　

協
商
国
の
う
ち
フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
で
は
お
も
だ
っ
た
歌
劇
作
曲
家
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か
の
チ
ャ
ー
チ
ル
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
第
一
次
世

界
大
戦
の
開
戦
後
も
慎
重
に
全
方
位
の
中
立
政
策
を
採
り
ま
す
。
日
本

が
大
慌
て
で
参
戦
し
た
の
と
対
照
的
で
し
た
。
英
国
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ズ
社

で
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
向
け
超
ド
級
戦
艦
レ
シ
ャ
デ
ィ
エ
が
竣
工
目
前
で

し
た
が
海
軍
大
臣
チ
ャ
ー
チ
ル
の
先
走
っ
た
命
令
で
同
艦
を
差
し
押
さ

え
て
、
英
国
海
軍
戦
艦
エ
リ
ン
に
改
名
し
ま
す
。
こ
れ
が
オ
ス
マ
ン
帝

国
を
刺
激
し
て
、
次
第
に
同
盟
国
側
に
傾
か
せ
て
、
遂
に
一
一
月
に
は

英
仏
露
と
戦
争
状
態
に
入
り
ま
す
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
同
盟
国
側
に
押

し
遣
っ
て
し
ま
っ
た
失
点
を
挽
回
す
る
た
め
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
オ
ス
マ

ン
帝
国
に
打
撃
を
与
え
る
ガ
リ
ポ
リ
上
陸
作
戦（
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
戦
役
）

を
立
案
し
た
の
で
す
が
、
戦
艦
五
隻
を
沈
め
ら
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

軍
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
（
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｃ
）
を
中
核
と
し
た
上
陸
部

隊
も
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
こ
の
失
敗
が
ア
ス
キ
ス
首
相
辞
任

の
原
因
と
な
り
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
同
盟
国
側
参
戦
を
招

く
結
果
し
か
も
た
ら
さ
ず
、政
界
中
枢
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
ま
す
。
他
方
、

独
墺
側
で
は
、
意
外
に
善
戦
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
評
価
が
上
が
り
ま

す
。
こ
と
に
上
陸
軍
を
獅
子
奮
迅
の
戦
い
で
退
け
た
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ケ

マ
ル
の
英
雄
視
は
こ
こ
に
始
ま
り
、ト
ル
コ
革
命
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

フ
ァ
ル
は
ガ
リ
ポ
リ
勝
利
の
頃
か
ら
こ
の
喜
歌
劇
を
書
き
始
め
、
同

年
末
の
ヴ
ィ
ー
ン
で
の
初
演
に
間
に
合
わ
せ
ま
す
。
歌
劇
で
は
ほ
か
に

も
レ
ハ
ー
ル
、
カ
ー
ル
マ
ー
ン
、
そ
し
て
神
童
コ
ル
ン
ゴ
ル
ト
が
戦
時

も
新
作
で
同
盟
国
の
諸
劇
場
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
が
「
昨

日
の
世
界
（D

ie W
elt von G

estern

）」
と
呼
ん
だ
も
の
は
、
こ
こ
で

ル
）
風
の
リ
ズ
ム
、第
六
音
を
半
音
上
げ
て
レ
♯
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

そ
し
て
第
九
小
節
以
降
の
ホ
ル
ン
の
合
い
の
手
、
そ
れ
に
派
手
な
銅
鑼

な
ど
、ヴ
ィ
ー
ン
の
聴
衆
が
ト
ル
コ
風
と
受
け
止
め
る
要
素
が
満
載
で
、

い
わ
ゆ
る
「
ト
ル
コ
行
進
曲
」
の
伝
統
の
掉
尾
を
飾
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
喜
歌
劇
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
、

第
一
次
世
界
大
戦
と
歌
劇

譜例１　ファル『イスタンブルの薔薇』第１曲導入部



　　レシピを読む、楽譜を読む、図面を読む（二四）

の
冒
頭
に
、
愉
快
で
の
ど
か
な
「
田
園
」
を
思
わ
せ
る
一
節
を
配
置
し

た
の
は
象
徴
的
で
す
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
は
、
そ
れ
を
経
験
し
て
し
ま
っ
た
人
び
と
の
世
界

観
や
人
間
性
や
感
性
に
不
可
逆
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。『
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
の
薔
薇
』
は
、「
昨
日
の
世
界
」
に
留
ま
っ
た
気
楽
な
作

品
で
す
。『
影
の
な
い
女
』
は
音
響
的
に
は
戦
争
の
影
が
濃
く
落
ち
て

い
ま
す
が
、
話
の
筋
に
は
ま
だ
何
ら
か
の
救
い
が
あ
っ
て
、
聴
衆
は
そ

れ
に
身
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。『
ヴ
ォ
ツ
ェ
ッ
ク
』
は
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
と
は
正
反
対
で
、「
昨
日
の
世
界
」
の
音
楽
を
た
く
さ
ん
引
用

す
る
の
だ
け
ど
、
物
語
は
陰
惨
で
、
観
終
わ
っ
て
心
の
落
ち
着
け
ど
こ

ろ
の
な
い
、救
い
の
な
さ
で
す
。し
か
し
、こ
う
し
た
救
い
の
な
い
オ
ペ

ラ
が
そ
の
後
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
『
ム
ツ
ェ
ン
ス
ク
郡
の
マ
ク
ベ

ス
夫
人
』
や
ブ
リ
テ
ン
『
ピ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
イ
ム
ズ
』
よ
っ
て
継
承
さ

れ
、
む
し
ろ
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
歌
劇
の
主
た
る
系
譜
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
観
す
ら
あ
り
ま
す
。
歌
劇
は
金
が
掛
か
り
す
ぎ
る
だ
け

で
な
く
、救
い
の
喪
失
と
い
う
点
で
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

相
対
的
に
戦
争
か
ら
は
遠
い
と
こ
ろ
で
大
戦
期
を
生
き
た
プ
ッ
チ
ー

ニ
の
大
戦
中
の
三
部
作
の
う
ち
、
た
と
え
ば
『
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
』

（
一
九
一
八
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
初
演
）
は
、
音
楽
は
耳
に
心
地
好
く
美

し
い
の
で
す
が
、
遺
言
状
（

≒

「
昨
日
の
世
界
」）
改
竄
を
め
ぐ
る
黒

い
笑
い
が
不
気
味
に
大
戦
経
験
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

は
ま
だ
命
脈
を
保
っ
て
い

た
の
で
す
。

　

影
の
な
い
女

　

リ
ヒ
ャ
ル
ト･

シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
（1864-1949

）
も
戦

前
・
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
て

活
躍
し
ま
し
た
。
戦
中
を

通
じ
て
書
き
続
け
ら
れ
、

敗
戦
か
ら
一
年
も
経
ず
に

ヴ
ィ
ー
ン
で
初
演
さ
れ
た

『
影
の
な
い
女
（D

ie Frau 
ohne Schatten

）』
は
『
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
の
薔
薇
』
よ

り
も
深
刻
に
、
戦
争
の
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。
と

ん
で
も
な
く
長
大
な
作
品

で
す
が
、
冒
頭
の
六
小
節
（
譜
例
２
）
だ
け
で
も
、
た
だ
な
ら
ざ
る
不

穏
と
不
安
に
、
逃
れ
え
ぬ
悪
し
き
運
命
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
の

を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
冒
頭
に
テ
ノ
ー
ル
テ
ュ
ー
バ
（
Ｆ
管
、

ホ
ル
ン
奏
者
が
演
奏
）
二
本
と
バ
ス
テ
ュ
ー
バ
で
三
回
奏
さ
れ
る
下
降

音
型
に
、
砲
撃
を
連
想
す
る
の
は
無
理
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
随

所
に
表
れ
る
鷹
の
鳴
き
声
は
警
戒
の
サ
イ
レ
ン
を
思
わ
せ
ま
す
。
シ
ュ
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用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ほ
と
ん
ど
無
調
の
音
楽
で
す
が
、

し
ば
し
ば
何
か
が
耳
に
残
る
の
は
引
用
と
音
型
展
開
の
効
果
で
す
。

　

ベ
ル
ク
は
大
戦
開
戦
直
前
に
ヴ
ィ
ー
ン
で
上
演
さ
れ
た
ゲ
オ
ル
ク
・

ビ
ュ
ヒ
ナ
ー
原
作
の
演
劇
『
ヴ
ォ
イ
ツ
ェ
ッ
ク
（W

oyzeck

）』
を
観
て
、

そ
の
歌
劇
化
に
心
を
奪
わ
れ
ま
す
。
大
戦
に
徴
兵
さ
れ
、
一
九
一
七
年

に
除
隊
し
て
か
ら
、
苦
労
を
重
ね
て
作
曲
を
続
け
、
そ
れ
ま
で
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
形
式
と
様
式
を
集
大
成
し
た
作
品
に
仕
上
げ
ま
す
。

理
髪
師
出
身
の
下
層

兵
士
ヴ
ォ
ツ
ェ
ッ
ク

は
大
尉
の
当
番
兵
と

し
て
雑
用
を
こ
な
し

な
が
ら
、
愛
人
の
マ

リ
ー
と
の
間
に
子
ど

も
も
い
ま
す
。
マ

リ
ー
が
鼓
手
長
と

浮
気
を
し
た
こ
と
か

ら
、
ヴ
ォ
ツ
ェ
ッ
ク

の
精
神
は
徐
々
に
蝕

ま
れ
、
最
後
は
マ

リ
ー
を
殺
し
、
自
分

も
沼
に
溺
れ
て
死
に

ま
す
。
ま
こ
と
に
救

い
よ
う
の
な
い
物
語

ト
ラ
ウ
ス
は
職
人
的
な
技
を
誇
る
作
曲
家
で
、
一
九
世
紀
後
半
ま
で
の

技
法
（
昨
日
の
世
界
）
で
新
し
さ
（
今
日
）
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
そ
れ
以
前
の
歌
劇
の
多
く
は
古
典
の
翻
案（
サ

ロ
メ
、
エ
レ
ク
ト
ラ
、
ナ
ク
ソ
ス
島
の
ア
リ
ア
ド
ネ
）
か
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
の
大
幅
な
翻
案
（
薔
薇
の
騎
士
）
だ
っ
た

の
で
す
が
、
こ
の
作
品
は
劇
作
家
フ
ー
ゴ
・
フ
ォ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー

ル
と
の
遣
り
取
り
を
経
て
創
作
さ
れ
た
寓
意
的
で
難
解
な
物
語
で
す
。

と
は
い
え
、
こ
の
歌
劇
は
最
終
的
に
第
三
幕
の
最
後
で
収
ま
る
べ
き
と

こ
ろ
に
収
ま
る
物
語
で
、｢

昨
日
の
世
界｣

の
約
束
事
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

ヴ
ォ
ツ
ェ
ッ
ク

　

ベ
ル
ク
（A

lban B
erg, 1885-1935

）
が
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て

書
き
続
け
た
『
ヴ
ォ
ツ
ェ
ッ
ク
（W

ozzeck

）』
は
一
九
二
五
年
に
ベ

ル
リ
ン
で
初
演
さ
れ
ま
す
。
わ
ず
か
三
小
節
の
序
奏
の
後
、
す
ぐ
に
第

一
場
が
始
ま
り
ま
す
（
譜
例
３
）。
十
二
音
技
法
の
音
楽
で
す
が
、
第

一
場
の
冒
頭
で
は
ど
こ
か
で
聴
い
た
よ
う
な
旋
律
が
一
瞬
耳
を
か
す
め

ま
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
六
番
「
田
園
」
の
第
一
楽
章
「
田

舎
に
到
着
し
た
と
き
の
愉
快
な
気
分
」
の
第
一
主
題
と
よ
く
似
た
音
型

で
す
。
こ
の
歌
劇
で
は
随
所
で
、
一
九
世
紀
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
前

の
ヴ
ィ
ー
ン
（
ま
た
ド
イ
ツ
語
圏
）
の
作
品
（
シ
ュ
ー
マ
ン
、
マ
ー

ラ
ー
、
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
等
々
）
か
ら
断
片
的
な
引
用
が
な
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
断
片
を
変
形
さ
せ
な
が
ら
繰
り
返
す
こ
と
で
音
楽
が
進
行

し
ま
す
。
気
付
か
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
大
戦
前
の
多
様
な
音
楽
が
引

お
の
づ
か
・
と
も
じ

東
京
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学
特
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教
授
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名
誉
教
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譜例２　R. シュトラウス『影のない女』第１幕第１場冒頭

譜例３　ベルク『ヴォツェック』第１幕冒頭


